
 

 

令和 4 年 11 月 26 日発行 

 

富士吉田消防署東部出張所の職員が第 43 回スポニチ山中湖ロードレースの消防警備を行いました。 

大会中の救急搬送は 1 件ありましたが、無事に警備を終了することができました。 
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令和 5 年 7 月 25 日発行 

 
 
 

山梨県社会福祉事業団 障害者支援施設 はまなし寮で救命講習会を行いました。総勢６０名の職員が

講習会に参加し、熱心に実技をしていただきました。 



 

 

新庁舎となり真新しい訓練場で、第 50 回山梨県消防救助技術記念大会に富士吉田消防署から出場予定の

引揚救助、ほふく救出、ロープ応用登はん、ロープブリッジ渡過、はしご登はんの隊員たちと、来年度以

降に大会への出場意欲を燃やしている補助の隊員たちに対して、新企画として署長査閲を開催しました。 

富士山五合目にて防災訓練が実施され、当消防本部も訓練に参加し、閉会後に救命講習において指導しま

した。富士山噴火を想定した避難訓練をメインとして、登山者の避難対応を富士スバルライン協議会、山梨

県警察とともに行いました。 

富士吉田市消防団ポンプ操法大会が開催され、富士吉田消防署の職員が審査員として参加しました。 

ポンプ車操法の部 17 個分団、小型ポンプ操法の部 5個分団が出場しました。 



 

富士五湖危険物安全協会総会が当消防本部 3階大会議室で開催されました。 

理事および会員の方々が令和４年度の事業報告、決算報告、監査報告を行い、令和５年度の事業計画案、

予算案などについて協議されました。 

全国消防長会総会が京都市にあるロームシアター京都で開催され、当消防本部の消防長が出席しました。 

第 50 回山梨県消防救助技術記念大会に河口湖消防署から出場予定の障害突破、はしご登はんの救助訓練

をマリア国際幼稚園の園児が河口湖訓練場で見学しました。 

 



6 月 2 日に予定していた救助技術訓練成果発表会の代表理事査閲が雨のため中止となり、この日消防長査

閲として実施しました。消防長から 6月 13 日は今までの訓練を昨年同様大いに活躍して個人・団体、すべ

ての種目で好成績を収められるように期待していると激励の言葉をいただきました。 

富士吉田市消防団の団員 82 名に普通救命講習会を実施しました。普段から災害時に対応することを意識し

ているため熱心に受講していただきました。 

富士河口湖町消防団船津分団の団員 20 名に普通救命講習会を実施しました。普通救命講習会などのお問い

合わせは救急課：0555-22-4430 までお願いします。 

の 



第 50 回山梨県消防救助技術記念大会が開催され当消防本部から７種目の全種目に出場しました。この大会

は日ごろ鍛えぬいた救助隊員が互いの知識・技術を競い合うことを通じて、複雑多様化する災害に対応でき

る救助技術と体力や精神力を養い、研鑽を図ることを目的として開催されています。今回の大会では「はし

ご登はん」と「ほふく救出」の 2種目で第 1位を得ることができました。 

 

 

第 50 回山梨県消防救助技術記念大会を間近に控え、河口湖消防署から出場予定のロープブリッジ救出、障

害突破、はしご登はんの隊員たちに対して、新企画として署長査閲を開催しました。 

【はしご登はん】 

【ほふく救出】 



救助技術訓練の水上の部において、選考会を実施しました。選考会は溺者救助の部にて行われ、7月 13 日に

茨城県ひたちなか市で開催予定の第 51 回消防救助技術関東地区指導会に出場します。 

FM ふじやま様での広報活動第 3回目。救急業務について救急課救急指導担当がお話ししました。 

毎月第 3金曜日の 13 時 10 分から 13 時 30 分頃に放送となります。（当消防本部管内で災害等があった場

合を除く） 

是非、お聞きください。 

【複合検索の部】 

 

【溺者救助の部】 

 

定期普通救命講習会Ⅲ（小児・乳児：3時間講習）を開催しました。 

救命講習のお問い合わせは救急課：0555-22-4430 までお願いします。 

 



第 50 回山梨県消防救助技術記念大会の表彰伝達式を行いました。（ほふく救出の部第 1 位、はしご登はん

の部第 1位、応用登はんの部入賞、ロープブリッジ渡過の部入賞） 

 

エクシブ山中湖において、普通救命講習会Ⅰ（成人：3時間講習）を開催しました。皆さん真剣に実技をして

いただきました。救命講習のお問い合わせは救急課：0555-22-4430 までお願いします。 

 

甲種防火管理者講習会を２日間開催しました。受講者数３０名に対しまして、火災等による被害を防止す

るため、防火管理上必要な知識を学んでいただきました。 

 



 

消防本部全体で地震などの大規模災害が発生した場合を想定して受援訓練を実施しました。市町村、県、県内

消防本部の応援、緊急消防援助隊、警察、自衛隊などの関係機関と連携して全力で対応するためにも、災害が

起こる前から定期的に訓練をしています。今年度は緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練を当消防本部管内

が被災地と想定して 11 月に実施する予定となっています。 

富士五湖消防本部の衛生委員会を開催しました。 

令和４年度の事業報告および令和５年度の事業計

画案などを協議した後、産業医である富士吉田市

立病院浅野医師に「事業場における治療と職業生

活の両立支援のためのガイドライン」について講

義をしていただきました。 

消防本部の訓練風景 

富士吉田署の訓練風景 河口湖署の訓練風景 

山林火災を想定した西桂町消防団の消防ポンプ中継訓練が実施され、西桂分遣所の職員が訓練指導を行い

ながら合同訓練を行いました。消防団員の皆様による消防ポンプによる中継はスムーズに行われ、実践的

で有効な訓練でした。 

 



 

 

富士山５合目の防火対象物に対しまして、無通告査察を実施しました。防火対象物７施設、危険

物５施設の査察を実施しました。 

 

富士急ハイランドの休園日に警防計画の見直しと消防用水利などの再確認を実施しました。新アトラク

ションや観覧車からの救助方法、はしご車が通過できる道路、消防水利からの消火戦術などを見直し

と、再確認を実施しました。 

富士山の５合目から８合目までの山小屋 18 施設の立入検査を実施しました。 

 

来る 7 月 13 日に茨城県ひたちなか市で開催される第 51 回消防救助技術関東開会水上の部へ出場する

前に消防長査閲を行いました。今年度は溺者救助と複合検索の 2種目出場することとなりました。隊員

たちの健闘を祈ります。 



当消防本部と富士吉田警察署、富士五湖観光船協会山中湖支部、山中湖漁業協同組合、山中湖水上安全

指導員の５関係機関と合同で水上事故救助訓練を実施しました。 

富士吉田市子育て支援センターで普通救命講習会を実施しました。普通救命講習会などのお問い合わせは救

急課：0555-22-4430 までお願いします。 

の 

第 51 回消防救助技術関東地区指導会が開催され当消防本部から水上の部に 2種目出場しました。今回は 

「複合検索」と「溺者救助」2種目ともに入賞することができました。 

 

【溺者救助の部】 

 
【複合検索の部】 

 



第 51 回消防救助技術関東地区指導会の表彰伝達式を行いました。（複合検索の部入賞、溺者救助の部入賞） 

 

富士北麓地域の中学生たちが、富士吉田消防署に職場体験のため 2日間来署しました。 

放水訓練、はしご車の試乗、心肺蘇生法などの体験をしていただきました。 

 

FM ふじやま様での広報活動第 4回目。山岳救助について

警防課宮下怜消防司令補がお話ししました。 

毎月第 3 金曜日の 13 時 10 分から 13 時 30 分頃に放送と

なります。（当消防本部管内で災害等があった場合を除

く）是非、お聞きください。 



山梨県消防救助技術大会で当消防本部のほふく救出チームとはしご登はんが優勝し、8 月 25 日に北海道札幌市で

開催される全国消防救助技術大会に出場します。 

渡辺 省吾  隊員 

2回目の全国大会出場。 

最後まで全力で挑み全

国 1位を目指します。 

 

渡辺 魁人  隊員 

2 年連続の全国大会。

山梨の看板を背負い

全国 1位を狙います。 

 

堀内 佑樹  隊員 

チーム一丸となり

正々堂々、最後まで

全力で挑みます。 

太田 貴  隊員 

悲願の全国大会出場。 

山梨代表として、全国

制覇を狙います。 

 

応援してね 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度、富士吉田消防署のはしご車が南関東防衛局の補助を受け、27 年ぶりに更新配備されました。 

地上 35ｍまで伸長可能で、コンピューター制御が進み、近代的かつ最新鋭の装備を有し、先端屈折式となっ

ているため要救助者救出へのアプローチが以前のはしご車より近くまで行くことができます。 

 





口頭指導は、危機的状況に陥った傷病者のそばに居合わせた人から情報を聴取し、状況に

適した応急手当を指示して実行してもらうことにより救命効果の向上を図るために実施し

ています。 

突然の状況で大変かと思いますが、指令センター職員へのご協力をお願いいたします。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年から「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられてい

ます。富士五湖地域の設置(率)状況は 78％(令和 3 年度)です。 

住宅火災による死者は、年間約 1,000 人にも上り、そのほとん

どが逃げ遅れによるものです。 

安全な生活を送るために、住宅用火災警報器を設置しましょう。 

 

【住宅用警報器を設置されている皆様にお願い】 

 定期的な点検をお願いするとともに、設置から 10 年経過してい

ましたら交換をお願いいたします。 

 

 ※住宅用火災警報器の詳しい内容は、富士五湖消防本部ホーム

ページもしくは下記 QR コードからご覧ください。 

住宅用火災警報器の詳細 QR コード 



軽い症状でも救急車の利用する人が増えています。 

 

当消防本部の救急車は 6台です。近く消防署から救急車

が出場している場合は、遠くからの救急車が出場すること

となります。 

 

事故による大けがの人や、心筋梗塞や脳卒中などで緊急

に病院へ搬送しなければならない場合に遅れてしまいま

す。 

 

 皆様のご協力をお願いいたします！ 

富士五湖消防本部では、１分１秒を争う住民の命を

守るために「富士五湖まちかど救急ステーション」

標章制度を運用し、コンビニや一般企業などの施設

のご協力のもと普及をしています。 

住民のためにＡＥＤによって救命できる体制への

ご支援、ご協力をお願いいたします。 

 

詳しい内容は、富士五湖消防本部 救急課 

（0555-22-4430）までご連絡ください。 

緊急時には、富士五湖消防本部ホームページまたは

ＣＡＴＶ富士五湖データ放送 救急医療情報の富士

五湖まちかど救急ステーションQRコードを活用して

MAP をご覧ください。 
大事な命を守る！ 

救急ステーション MAP QR コード 



 



 

救急隊は現場を出発するまでに、救急車を要請した状況や症状の確認、傷病者の観察・処置をした内容を

病院へ連絡をしています。また、症状や観察の結果、病歴、掛かり付け病院、出動場所の位置などを考慮し

て搬送先病院を選定します。病院への連絡は、救急隊だけでなく消防本部の指令センターと協力しながら行

っています。  

 

病院でもすべての症状に対応出来るわけではありません。救急隊は、病院の受入れ情報をもとに近隣の受

入れ先を探しますが、特に夜間、休日などは救急診療に限られるため、病院がひっ迫している状況など

により、病院への依頼回数が多くなることで、現場への滞在時間が長引くことがあります。ま

た、医師の判断によっては救急車ではなく、家族等により自家用車で来るよう指示がある場合

があります。 

限られた医療資源を守るためにも救急医療の適正利用にご協力をお願いします 

 





  

閲覧していただくとともに、 

フォロー・登録等を 

よろしくお願いいたします。 

令和 5年度の募集は 

7 月 11 日から 8月 11 日

までです。 

 



 火災    １７件 

 救急 ３，０３７件 

 救助    ６７件 

 火災    ２７件 

 救急 ５，２８４件 

 救助   １０２件 

 こちらもご覧ください。 



第１２号は６月,７月の行事、消防署の仕事、当消防本部の「お願い」と「お知らせ」をご紹介しました。第１３号

（８月,９月）では、全国消防救助技術大会の結果をお知らせいたします。お楽しみに。 

                                               広報室長 


